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お出かけは米子鬼太郎空港から！！
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新型コロナウイルスの影響に伴い、ダイヤを
お断り無しに変更する場合があります。

2020年10月24日㈯
ご搭乗分まで発売中！

日帰りでも東京滞在約12時間！！

米子鬼太郎空港から

世界が広がる！世界とつながる！
米子鬼太郎空港から

世界が広がる！世界とつながる！
米子鬼太郎空港から

世界が広がる！世界とつながる！
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羽田空港米子鬼太郎空港 米子鬼太郎空港
2020年5月1日～2020年5月31日
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　下あごが上あごより短く、片方の口しか無い
ように見えることから「カタクチイワシ（片口い
わし）」と呼ばれています。
　カタクチイワシの稚魚は「シラス」に、小ぶ
りのものは「いりこ」に加工されており、家庭
で多く食べられている魚でもあります。
　春は個体が大き
く、脂がのってい
るものが多く漁獲
されるため、塩焼
きや刺身で食べ
るのがおススメで
す。

2 0 2 0 .  5 月〈  N o . 6 0 7  〉

　

鳥
取
県
漁
業
協
同
組
合(

景
山
一
夫
組
合
長)

は
、
境
港
中

継
基
地
冷
蔵
庫(
昭
和
町)

を
改
築
。
同
冷
蔵
庫
は
、
最
大
で

約
３
３
０
０
㌧
の
魚
介
類
を
新
鮮
な
状
態
で
冷
蔵
・
冷
凍
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
た
び
、
現
地
で
関
係
者
が
出
席

し
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

式
を
行
い
ま
し
た
。

竣工式であいさつをする景山一夫組合長

ピアノを演奏する齋藤玲子さん

　
同
冷
蔵
庫
の
改
築
は
、
昨

年
７
月
に
着
工
。
以
前
の
施

設
は
老
朽
化
し
て
い
た
た
め
、

構
造
体
を
残
し
て
解
体
し
、

屋
根
や
外
壁
、
床
材
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
な
ど
を
新
築
し
ま

し
た
。
延
べ
床
面
積
は
約
６

３
０
０
平
方
㍍
で
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
・
鉄
骨
造
り
平

屋
建
て
で
す
。

　
施
設
内
に
は
、
５
０
０
㌧

か
ら
１
０
０
０
㌧
の
収
容
能

力
が
あ
る
冷
蔵
庫
を
４
庫
、

凍
結
庫
、
鮮
魚
室
２
室
を
設

け
、
10
度
か
ら
15
度
の
温
度

に
設
定
で
き
る
冷
凍
前
室
を

新
設
し
て
い
ま
す
。

　
収
容
す
る
水
産
物
は
、
弓

ヶ
浜
水
産
㈱
が
養
殖
す
る
銀

ザ
ケ
を
は
じ
め
、
イ
ワ
シ
、

サ
バ
、
沖
合
底
引
き
網
漁
で

と
れ
る
水
産
物
、
イ
カ
、
餌

な
ど
。
全
室
と
も
外
の
空
気

に
触
れ
な
い
よ
う
に
工
夫
を

凝
ら
し
て
い
ま
す
。

　
冷
蔵
庫
の
冷
媒
は
フ
ロ
ン

を
や
め
て
、
ア
ン
モ
ニ
ア
に

転
換
。
ア
ン
モ
ニ
ア
の
冷
媒

は
最
高
の
効
率
を
発
揮
し
つ

つ
、 

安
全
に
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
オ
ゾ

ン
層
破
壊
の
防
止
、
温
暖
化

防
止
対
策
に
も
貢
献
し
ま
す
。

　
景
山
組
合
長
は
「
全
国
で

初
め
て
養
殖
事
業
と
連
携
し

た
施
設
に
な
り
ま
す
。
ほ
か

の
魚
種
も
合
わ
せ
て
、
ぜ
ひ

と
も
冷
蔵
庫
を
十
分
に
活
用

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
境
港
支
所

(

☎
44
︱
０
２
２
５)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
境
港こ

う

管
理
組
合
は
、
供
用

が
始
ま
っ
た
貨
客
船
タ
ー
ミ

ナ
ル(

竹
内
団
地)

の
旅
客
上

屋
「
境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ
ナ

ル
」
を
４
月
11
日
と
12
日
、

一
般
開
放
し
ま
し
た(

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

の
た
め
、
５
月
６
日
ま
で
は

入
場
で
き
ま
せ
ん)

。

　
当
日
は
、
来
賓
を
招
い
て

の
セ
レ
モ
ニ
ー
は
中
止
と
な

り
、
関
係
者
の
み
で
簡
略
化

し
た
式
典
を
実
施
。

　
ま
た
、
境
港こ

う

を
利
用
す
る

㈱
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア(

出
雲
市

平
田
町)

が
寄
贈
し
た
ス
ト

リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
を
ピ
ア
ノ
教

室
和
お
ん
の
齋
藤
玲
子
さ
ん

が
演
奏
し
ま
し
た
。
同
ピ
ア

ノ
は
待
合
ホ
ー
ル
に
置
か
れ
、

誰
で
も
演
奏
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。

　
旅
客
上
屋
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｑ
エ

リ
ア
の
ほ
か
、
広
大
な
待
合

ホ
ー
ル
や
展
望
デ
ッ
キ
、
会

議
室
な
ど
が
あ
り
、
船
舶
が

寄
港
し
な
い
時
は
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
た
り
、
市
民
に
開

放
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
タ
ー
ミ
ナ

ル(

☎
46
︱
０
６
８
８)

に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

供
用
始
ま
り
お
披
露
目
会

境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル

冷
蔵
庫
が
竣
工

冷
蔵
庫
が
竣
工

境
港
中
継
基
地

養
殖
ギ
ン
ザ
ケ
な
ど
の
貯
蔵
に
力
鳥取県漁協

　
境
港
市
の
Ｐ
Ｒ
と
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
行
う
２
０
２
０

年
度
の
境
港
商
工
会
議
所

「
境
港
フ
ィ
ッ
シ
ュ(

Ｆ
Ｉ

Ｓ
Ｈ)

大
使
」
に
、
王
子
製

紙
㈱
米
子
工
場(

米
子
市
吉

岡)

・
前
工
場
長
の
篠
田
耕

太
郎
氏(

63
歳)

が
４
月
１

日
付
で
就
任
し
、
活
動
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
篠
田
氏
は
北
海
道
の
出
身

で
、
２
０
１
８
年
４
月
か
ら

２
０
２
０
年
３
月
ま
で
、
同

社
の
米
子
工
場
長
を
務
め
ま

し
た
。
現
在
は
、
王
子
マ
テ

リ
ア
㈱
の
監
査
役
に
就
任
し
、

東
京
都
に
在
住
し
て
い
ま
す
。

　
境
港
市
は
、「
魚
と
港
と

妖
怪
」
の
３
要
素
を
キ
ー
ワ

ー
ド
と
位
置
づ
け
、
官
民
一

体
と
な
っ
て
様
々
な
取
り
組

み
を
展
開
。
そ
の
一
環
と
し

て
境
港
商
工
会
議
所
は
「
境

港
フ
ィ
ッ
シ
ュ(

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ)

大
使
」
制
度
を
２
０
０
３
年

10
月
に
創
設
し
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
境
港
に
関
わ

り
を
持
ち
、
県
外
で
幅
広
く

活
躍
中
の
皆
さ
ん
を
大
使
と

し
て
信
任
し
、
機
会
あ
る
ご

と
に
大
使
専
用
名
刺
を
配
布

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

境
港
市
の
Ｐ
Ｒ
や
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
行
っ
て
も
ら
お
う

と
い
う
も
の
。

　
現
在
、
ジ
ャ
ズ
ト
ラ
ン
ぺ

ッ
タ
ー
の
日
野
皓
正
さ
ん
を

は
じ
め
、
ジ
ャ
ズ
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
の
寺
井
尚
子
さ
ん
、

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の

足
立
倫
行
さ
ん
ら
17
人
が
大

使
と
し
て
活
躍
中
で
す
。
こ

の
た
び
篠
田
氏
が
加
わ
り
、

18
人
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

2020年度
境港フィッシュ（FISH）大使

篠田耕太郎氏が就任王 子 製 紙
前米子工場長

カタクチイワシ

資料提供：(一社)境港水産振興協会



公益財団法人 産業雇用安定センター
URL http://www.sangyokoyo.or.jp/
■鳥取事務所  TEL（0857）20-1500

・増員/補充などで「人材募集」をされるとき
・雇用調整などで「人材の送り出し」をされるとき
・定年退職者の「再就職先斡旋」をされるとき

こんな時、
ご連絡・ご相談ください。

企業の皆様へ
失業なき労働移動をめざして
当センターは出向・移籍の専門機関として業種、地域、企業系列を
超えて企業間の出向・移籍の斡旋（無料）を行っております。
また新たに60歳～70歳の退職者を対象に再就職支援の
取り扱いをはじめました。

企業間の
人材マッチングを
支援しています。

保険薬局 ㈲増谷慶一郎薬局
蓮池店／境港市蓮池町102  TEL0859-47-0325

◎地域に根ざしたかかりつけ薬局を目指しております

○健康相談
○セルフメディケーション
○在宅介護サービス

○禁煙指導
○健診の紹介
○認知症サポート
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　写真は1986年（昭和61年）5月、私が38歳の時に「吉備真備遣唐使
記念碑除幕式」に参加するため、中国の陝西省西安に行き、父の遺
影を持って母と一緒に撮影した時のものです。
　当時、私は倉敷市の商社に勤務していましたが、父は吉備真備の生
誕地・岡山県吉備郡真備町の町長でした。父は、顕彰碑を西安外堀
に建立する企画を立てましたが、病気で急逝したため、岡山県がこの
企画を継承しました。
　吉備真備は685年に生まれ、遣唐使として中国に渡り、「カタカナ」
などを日本に伝えています。父は戦前から陝西省の呉省長と交友があ
り、戦後も長きにわたって盟友関係でした。
　除幕式には、日中友好に尽力した岡山県出身の元全日空社長・岡
崎嘉平太氏を団長に、吉備町長や長野県知事ら465人が参加してい
ます。
　中国側からは呉省長や西
安市長ら多数が参加し、親
睦を深めました。除幕式が
できたことは、今につながる
多くのことがあると考える今
日この頃です。
　米子－上海便が再開し、
上海とつながる関係ができ
れば、末永く相互ににぎわ
いが創出されることでしょう。
(談)

思い出写真館〝あのころ〟の1枚 50

吉備真備記念碑の除幕式に参加
き  び  の ま  き  び

境港商工会議所 会頭指名議員  田淵 英志氏

　「思い出写真館」は、境港商工会議所役員・議員の〝あのころ〟の
写真をご紹介しています。今回は、会頭指名議員・田淵英志氏(喜満
フーズ㈲・取締役会長、71歳)の１枚です。

更新した設備でカニみそを作る同社スタッフ

ち
ょ
っ
と拝 見

西 米 食 品

設
備
の
更
新
と
新
設
で

よ
り
良
い
商
品
づ
く
り
へ

　
同
社
が
製
造
す
る
冷
凍
食

材
は
、
居
酒
屋
や
高
級
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
に
高
い
評
価
を

得
て
い
ま
す
。
強
み
は
、
ひ

と
手
間
掛
け
た
食
感
の
良
い

高
付
加
価
値
製
品
が
作
れ
る

こ
と
で
す
。
ま
た
、
他
地
域

の
名
産
品
を
使
っ
た
「
ハ
モ

の
団
子
」、「
島
根
和
牛
の
コ

ロ
ッ
ケ
」
な
ど
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
供

給
も
し
て
い
ま
す
。

　
同
社
は
、「
地
元
の
お
客

様
に
量
的
に
も
質
的
に
も
良

い
商
品
を
届
け
た
い
。
そ
し

て
、
境
港
の
食
材
を
使
っ
た

製
品
を
県
外
に
も
出
し
て
い

き
た
い
」
と
の
思
い
が
あ
り
、

設
備
投
資
を
行
い
ま
し
た
。

　
主
力
商
品
の
カ
ニ
み
そ
は
、

加
熱
し
な
が
ら
か
き
混
ぜ
、

調
味
料
な
ど
で
味
付
け
を
す

記念碑と共に映る田淵英志氏（左）と実母

　
㈲
西
米
食
品(
米
子
市
大
篠
津
町
、
松
村
晋
吾
社
長)

は
、

境
港
で
と
れ
た
魚
介
類
を
使
っ
て
カ
ニ
み
そ
な
ど
の
各
種
カ

ニ
加
工
品
や
練
り
製
品
、
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
を
製
造
。
こ
の
た

び
、
設
備
投
資
を
行
っ
て
生
産
性
向
上
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

今
回
の
「
ち
ょ
っ
と
拝
見
」
は
、
松
村
社
長
に
同
社
が
導
入

し
た
設
備
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

る
工
程
が
あ
り
、「
ニ
ー
ダ

ー
」
と
呼
ば
れ
る
加
熱
撹か

く

拌は
ん

機
を
使
用
し
ま
す
。
こ
れ
ま

で
は
旧
式
の
も
の
で
、
一
度

に
調
理
で
き
る
量
に
限
り
が

あ
り
、
作
業
効
率
が
よ
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ

を
更
新
。
そ
の
た
め
、
格
段

に
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、コ
ロ
ッ
ケ
用
に「
オ

ー
ト
ブ
レ
ッ
ダ
ー(

パ
ン
粉

付
け
機)

」
を
新
規
に
導
入

す
る
こ
と
で
、
人
手
を
か
け

ず
、
新
製
品
の
コ
ロ
ッ
ケ
を

大
量
に
生
産
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
従
業
員
の
多
能

工
化
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
様
々
な
種
類
の
器
具
や

設
備
の
使
用
方
法
と
材
料
に

応
じ
た
加
工
方
法
を
習
得
さ

せ
、
能
力
の
向
上
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。

　
松
村
社
長
は
「
境
港
の
魚

介
類
は
ブ
ラ
ン
ド
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
県
外
で
の
販
売

に
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
元
の
水
産
品

を
全
国
に
販
売
し
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
同
社(

☎
28
︱

７
１
９
１)

に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

我が社

の一品
我が社

の一品

ひ
ま
わ
り
工
房

伯
州
綿
マ
ス
ク

　
境
港
市
の
特
産
品
「
伯
州

綿
」
は
、
江
戸
時
代
か
ら
弓

浜
半
島
で
栽
培
が
続
く
和
綿

で
す
。
た
だ
、
伯
州
綿
を
使

用
し
た
製
品
を
愛
用
し
て
い

る
人
は
、
あ
ま
り
多
く
な
い

の
で
は
…
。
そ
の
伯
州
綿
の

良
さ
を
気
軽
に
体
感
で
き
る

の
が
こ
の「
伯
州
綿
マ
ス
ク
」

で
す
。

　
伯
州
綿
の
手
ぬ
ぐ
い
の
使

用
感
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
同

社
の
日
向
社
長
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
に
少
し
で
も
役
に
立
て
れ

ば
と
、
一
か
ら
マ
ス
ク
作
り

に
挑
戦
。

　「
自
社
の
技
術
を
活
か
し
、

良
い
素
材
で
良
い
モ
ノ
を
作

り
た
い
、
地
元
の
た
め
に
役

立
ち
た
い
」
と
社
長
を
は
じ

め
、
社
員
の
職
人
魂
に
火
が

点
き
ま
し
た
。

　
試
作
し
て
は
意
見
を
出
し

合
い
、
縫
い
方
や
縫
い
目
を

ミ
リ
単
位
で
調
整
す
る
な
ど
、

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
結

果
、
肌
に
触
れ
る
内
面
は
ふ

ん
わ
り
で
、
人
に
見
ら
れ
る

外
面
は
き
ち
ん
と
し
て
い
る
、

縫
製
職
人
の
技
術
を
結
集
し

た
渾こ

ん

身し
ん

の
マ
ス
ク
が
完
成
。

形
状
は
、
プ
リ
ー
ツ
型
と
丸

型
の
２
タ
イ
プ
で
、
サ
イ
ズ

は
Ｌ
、
Ｍ
、
キ
ッ
ズ
用
が
あ

り
ま
す
。

　
洗
濯
す
る
と
柔
ら
か

く
な
り
、
使
え
ば
使
う
ほ

ど
、
馴
染
ん
で
く
る
伯
州

綿
な
ら
で
は
の
一
品
。
吸

水
性
や
速
乾
性
に
も
優

れ
て
い
て
汚
れ
も
落
ち

や
す
い
の
で
、
化
粧
の
汚

れ
な
ど
も
簡
単
に
落
と

せ
ま
す
。
自
宅
に
帰
っ

て
、
手
洗
い
→
う
が
い
→
マ

ス
ク
洗
い
を
習
慣
に
す
る
と
、

毎
日
着
用
Ｏ
Ｋ
で
す
。

　
マ
ス
ク
は
手
洗
い
で
室
内

干
し
が
原
則
。
干
す
時
は
軽

く
叩
い
て
シ
ワ
を
伸
ば
し
、

形
を
整
え
て
か
ら
干
す
と
、

き
ち
ん
と
し
て
い
る
感
じ
が

保
て
て
長
持
ち
し
ま
す
。

　
境
港
市
内
の
事
業
者
や
市

民
を
中
心
に
販
売
を
予
定
し

て
い
ま
す
が
、
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
、

商
品
は
宅
配
便
で
の
お
届
け

と
な
り
ま
す
。

　
お
求
め
の
際
は
、
同
社
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(https://

him
aw
arikobo.hp.gogo.

jp/pc/)

か
ら
注
文
書
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ(

42

︱
２
８
４
９)

で
送
信
し
て

く
だ
さ
い
。

　
境
港
商
工
会
議
所
は
こ
の

た
び
、
業
務
の
充
実
と
企
業

へ
の
経
営
支
援
を
強
化
す
る

た
め
、
職
員
を
採
用
し
ま
し

た
。

　
新
し
い
職
員
は
、
▽
平
野

春
奈(

ひ
ら
の
・
は
る
な)

＝

相
談
課
▽
岡
本
優
花(

お
か

も
と
・
ゆ
か)

＝
相
談
課
︱

の
２
人
で
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新入職員
紹　 介
新入職員
紹　 介
境港商議所

　
境
港
商
工
会
議
所
会
員
事
業
所
の
一
押
し
商
品
を
ご
紹
介

す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
、
㈱
ひ
ま
わ
り
工
房(

外
江
町
、

日ひ
な
た向
拓ひ

ろ

栄え

子こ

社
長)

の
「
伯
州
綿
マ
ス
ク
」
で
す
。

吸水性や速乾性に優れたマスク岡本優花 平野春奈
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損害保険代理店・生命保険代理店

有限会社 杉 山 実 業
事務所　鳥取県境港市京町100
　　　　 TEL 0859ｰ44ｰ1321

FAX 0859ｰ44ｰ1322

新鮮な原料を新鮮なままに

より安く、より美味しく魚介類の安定供給をお約束

境港センター冷蔵（株）
代表取締役 森　 脇　　 寛

境港市昭和町12－4　ＴＥＬ(0859)44－0451 ＦＡＸ(0859)42－6228

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

中国電力ネットワークの誕生について
話す森脇照夫所長

意気込みを語る喜多村実・新社長

　
鳥
取
県
は
、
新
た
な
事
業

展
開(

新
商
品
開
発
・
販
路

開
拓
な
ど)

や
生
産
性
向
上

な
ど
に
取
り
組
む
県
内
中
小

企
業
の
皆
さ
ん
を
企
業
の
成

長
段
階
や
経
営
戦
略
に
応
じ

て
応
援
す
る
「
鳥
取
県
成
長

産
業
応
援
事
業
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
同
事
業
は
、
自
社
に
と
っ

て
新
た
な
取
り
組
み
や
生
産

性
向
上
を
目
指
す
取
り
組
み

の
事
業
計
画
を
策
定
し
、
自

社
の
成
長
や
発
展
を
目
指
す

も
の
で
す
。
事
業
計
画
は
、

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
県
の
認
定
を
受
け
た
事
業

計
画
は
、
境
港
商
工
会
議
所

な
ど
の
支
援
機
関
が
計
画
を

サ
ポ
ー
ト
し
、
事
業
計
画
を

実
行
す
る
た
め
の
必
要
経
費

を
県
が
融
資
や
補
助
金
で
支

援
し
ま
す
。

　
補
助
金
の
名
称
は
「
鳥
取

県
産
業
成
長
応
援
補
助
金
」

で
▽
小
規
模
事
業
者
挑
戦
ス

テ
ー
ジ
＝
新
た
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
現
状
を
打
破(

補
助
額

＝
最
大
２
０
０
万
円)

▽
生

産
性
向
上
挑
戦
ス
テ
ー
ジ
＝

経
営
力
強
化
、
生
産
性
向
上

で
発
展
を
目
指
す(

補
助
額

＝
最
大
５
０
０
万
円)

︱
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
経
費
は
▽
商
品
開
発

費
▽
人
材
育
成
費
▽
販
路
開

拓
費
▽
設
備
導
入
費
︱
な
ど

で
す
。
ま
た
、
補
助
金
の
申

請
期
間
は
▽
第
１
回
＝
６
月

１
日
㈪
～
30
日
㈫
▽
第
2
回

＝
９
月
１
日
㈫
～
30
日
㈬
▽

第
３
回
＝
12
月
１
日
㈫
～
12

月
28
日
㈪
▽
第
４
回
＝
２
月

１
日
㈪
～
26
日
㈪
︱
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
︱
１
１

１
１)

に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

新
た
な
事
業
展
開
や

生
産
性
向
上
を
支
援
産業成長
応援事業

　
中
国
電
力
は
こ
れ
ま
で
、

「
発
電
」「
送
配
電
」「
小
売
」の

各
事
業
を
一
貫
体
制
で
運
営

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、

中
国
電
力
が
発
電
事
業
と
小

売
り
電
気
事
業
を
担
い
、
中

国
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
送

配
電
事
業
と
離
島
の
発
電
事

業
を
担
当
す
る
と
い
う
形
の

分
社
化
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
も
の
で
す
。

　
諸
外
国
と
比
べ
て
割
高
と

さ
れ
た
電
気
料
金
は
、
２
０

０
０
年
か
ら
順
次
自
由
化
を

拡
大
し
、
２
０
１
６
年
に
は

小
売
り
の
全
面
自
由
化
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
２
０
１
１
年
の
東

日
本
大
震
災
を
契
機
に
電
源

の
広
域
的
な
活
用
な
ど
、
政

府
主
導
で
電
力
シ
ス
テ
ム
改

革
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
今
回
の
分
社
化
は
、
送
配

電
部
門
の
中
立
性
を
よ
り
一

層
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
電
気
事
業
法
の
改
正
に

伴
い
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
分
社
化
に
合
わ
せ

て
中
国
電
力
の
営
業
所
と
電

力
所
を
組
織
統
合
し
、
中
国

電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
と
し
ま

し
た
。
鳥
取
県
で
は
、
鳥
取
、

倉
吉
、
米
子
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
が
誕
生
し
て
い

ま
す
。

　
米
子
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
は
こ
れ
ま
で
通
り
、
米

子
市
加
茂
町
の
ビ
ル
に
設
置

さ
れ
、
中
国
電
力
の
米
子
セ

ー
ル
ス
セ
ン
タ
ー(

小
売
部

門)

な
ど
も
同
居
し
て
い
ま

す
。

　
森
脇
所
長
は
、「
会
社
の

名
前
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
電
気
を
安

定
し
て
お
届
け
す
る
と
い
う

使
命
に
は
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。
停
電
や
災
害
時
は
従

来
と
変
わ
ら
ず
に
対
応
し
ま

す
。
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
気

軽
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
セ
ン
タ
ー(

☎
37
︱
２

６
０
２)

へ
。

ら
、
適
切
な
距
離
感
を
保
つ

こ
と
が
難
し
い
で
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

　「
基
幹
産
業
で
あ
る
水
産

業
に
若
い
人
が
集
ま
っ
て
ほ

し
い
」
と
の
思
い
か
ら
２
０

１
７
年
３
月
に
事
務
所
を
新

築
し
て
い
ま
す
。

　
同
社
は
１
９
６
８
年
、
喜

多
村
海
産
と
し
て
創
業
。
１

９
７
０
年
に
カ
ゴ
を
用
い
た

カ
ニ
漁
を
本
格
的
に
開
始
し

た
の
ち
、
１
９
７
９
年
に
法

人
と
し
て
北
陽
水
産
を
設
立

し
ま
し
た
。

　「
自
然
相
手
の
仕
事
で
は

あ
り
ま
す
が
、
い
か
に
リ
ス

ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、

事
業
を
安
定
さ
せ
る
か
が
大

命
題
で
す
」
と
話
す
喜
多
村

社
長
。

　
従
業
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
一
番
大
変
と
の

こ
と
で
、喜
多
村
社
長
は「
従

業
員
と
の
会
話
を
欠
か
さ
ず
、

良
好
な
関
係
を
維
持
し
な
が

　
喜
多
村
社
長
は
「
カ
ニ

水
揚
げ
日
本
一
の
境
港
で
、

11
隻
中
３
隻
が
当
社
の
船

で
す
。
地
域
産
業
を
支
え

る
と
い
う
使
命
の
中
、
持

続
可
能
な
水
産
業
を
確
立

し
た
い
」
と
今
後
の
抱
負

も
。

　
最
後
に
「
継
承
す
べ
き

は
継
承
し
、
時
代
の
変
化

に
即
し
た
対
応
を
行
う
中
、

水
産
業
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ

を
変
え
て
い
き
た
い
」
と

喜
多
村
社
長
は
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎

42
︱
２
４
３
４)

に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新社長が誕生
ー 北陽水産 ー

境港商議所

会会のの員員今今47

　

㈲
北
陽
水
産(

昭
和
町)

は
こ
と
し
１
月
、
喜
多
村

実
氏
が
代
表
取
締
役
に
就

任
。
前
社
長
の
喜
多
村
一

司
氏
は
、
取
締
役
会
長
に

就
任
し
ま
し
た
。
今
回
の

「
会
員
の
今
」
は
同
社
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

中
国
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
誕
生

電
力
の
自
由
化
と
シ
ス
テ
ム
改
革
で

クローズアップクローズアップ
　

こ
と
し
４
月
、
中
国
電
力
㈱
か
ら
送
配
電
事
業
を
引
き
継

い
だ
中
国
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
が
誕
生
。
同
社
米
子
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー(
米
子
市
加
茂
町)

の
森
脇
照
夫
所
長
に

事
業
の
あ
ら
ま
し
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　同社は島根県および境港市、米子市、日吉津村を営業地域とする、
観光バスを運行する会社です。ボランティア活動をするきっかけは、今回
の新型コロナウイルスの影響でした。
　１月以降、あまりのキャンセル数に従業員から不安の声が上がりまし
たが、「自分たちで今できることをしよう」と、この活動を始めました。
　ここ数年、学校に関わる仕事
が多かったことや、ある学校の
校長から「休校中で在校生がお
らず、卒業式の準備を先生がし
ている」という話を聞き、学校
のお手伝いをすることにしたも
のです。
　従業員で手分けして、営業地
域の全小・中学校に、「何か手
伝えることはありませんか？」と
電話をしました。反響は大きく、多い日には１日で３校に出向くこともあ
ります。
　卒業式の準備や新学期の準備、グラウンド整備など、体力を使うお
手伝いが多いのですが、大変感謝されています。
　「一般の皆さんから声をかけていただいたり、励ましの電話や手紙を
もらうこともあり、驚いています。今後もできる限り続けていきたいと思
っています」と話す田村部長でした。
　詳しくは、同社(☎0852-76-2845)にお問い合わせください。

　はつみ交通㈱(松江市八束町、安部邦男社長)はことし３月から、
小・中学校に出向いてボランティア活動を行っています。今回の「企
業探訪」は、同社に登場していただきました。

Part

45企業探訪企業探訪企業探訪
小・中学校でボランティア活動

―  はつみ交通  ―

自分たちに今できることを

ボランティア活動に励む同社社員
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一般貨物自動車運送事業

山進運輸株式会社
代表取締役社長 山　口　尚　文

〒684‒0046  鳥 取 県 境 港 市 竹 内 団 地 1 5 8 番 地
代　　　表  TEL 0859ｰ45ｰ2031  FAX 0859ｰ45ｰ4565
第1営業部  TEL 0859ｰ45ｰ2031  FAX 0859ｰ45ｰ4565
第2営業部  TEL 0859ｰ21ｰ3210  FAX 0859ｰ21ｰ3211
E-mail:n-yamaguchi@yamashin.sanin.jp

機械工具と省力化機器専門商社

境港営業所

本　　　社
安来営業所

〒684‒0033　鳥取県境港市上道町2173
TEL 0859ｰ44ｰ0388　FAX 0859ｰ42ｰ2746
〒683‒0804　鳥取県米子市米原9丁目2番36号
〒692‒0014　島根県安来市飯島町387ｰ1
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賞状とミニハンカチを持つ同社スタッフ

　
文
具
・
雑
貨
の
小
売
及
び

卸
売
業
な
ど
を
行
う
㈱
き
さ

ら
ぎ(

馬
場
崎
町
、
木
村
光

哉
社
長)

の
ギ
フ
ト
商
品

「
伯(

Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｕ)

綿
木
染
ミ

ニ
ハ
ン
カ
チ
」
が
「
日
本
ギ

フ
ト
大
賞
鳥
取
賞
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
同
賞
は
、
地
域
の
文
化
に

根
差
し
た
独
自
性
の
あ
る
贈

答
品
を
表
彰
す
る
日
本
ギ
フ

ト
大
賞
選
考
委
員
会
が
選
ん

だ
も
の
。

　
全
国
の
地
方
新
聞
社
が
自

信
を
も
っ
て
厳
選
し
た
商
品

を
通
信
販
売
す
る
サ
イ
ト

「
47
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ(

ヨ
ン
ナ
ナ

ク
ラ
ブ)

」
に
出
品
し
て
い

る
商
品
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま

す
。

　
同
商
品
は
、
境
港
市
内
に

あ
る
同
社
の
畑
で
有
機
栽
培

し
た
境
港
産
の
「
伯
州
綿
」

を
使
用
し
た
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

コ
ッ
ト
ン
タ
オ
ル
を
伯
州
綿

の
枝
と
葉
で
染
め
た
も
の
。

　
原
料
栽
培
か
ら
染
め
ま
で

伯
州
綿
と
い
う
究
極
の
草
木

染
め
で
、
植
物
が
作
り
出
す

オ
シ
ャ
レ
で
優
し
い
自
然
の

彩
り
を
楽
し
め
ま
す
。

　
大
き
さ
は
25
㌢
四
方
で
、

色
は
全
６
色
。
耐
久
性
は
抜

群
、
風
合
い
は
ふ
ん
わ
り
、

し
っ
か
り
と
し
た
タ
オ
ル
で

す
。

　
同
商
品
は
、
47
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

や
同
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
伯(

Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｕ)

」、
き
さ
ら

ぎ
グ
ル
ー
プ
各
店
な
ど
で
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
同
社
の
木
村
正
明
会
長
は

「
素
晴
ら
し
い
賞
を
い
た
だ

き さ ら ぎ

伯（
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｕ
）綿
木
染
ハ
ン
カ
チ

鳥
取
賞
を
受
賞

日
本
ギ
フ
ト
大
賞

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
納
税
が
困
難
な
人
に

対
し
て
、
納
税
を
猶
予
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
国
税
を
期
限
ま
で
に
納
付

で
き
な
い
場
合
は
、
納
付
す

る
ま
で
の
日
数
に
応
じ
て
延

滞
税
が
課
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

税
務
署
か
ら
督
促
状
が
送
付

さ
れ
て
も
な
お
納
付
し
な
い

と
き
に
は
、
財
産
の
換
価(

売

却)

や
差
押
え
な
ど
の
滞
納
処

分
を
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
た
び
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

納
税
が
困
難
な
こ
と
を
税
務

署
に
申
請
し
、
次
の
要
件
の

す
べ
て
に
該
当
す
る
と
き
は
、

原
則
と
し
て
１
年
以
内
の
期

間
に
限
り
、
換
価(

売
却)

の

猶
予
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
要
件
は
▽
国
税
を
期

限
内
に
納
付
す
る
こ
と
で
事

業
の
継
続
、
ま
た
は
生
活
の

維
持
を
困
難
に
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

▽
納
税
に
つ
い
て
誠
実
な
意

思
を
持
っ
て
い
る
と
認
め
ら

れ
る
こ
と
▽
換
価
の
猶
予
を

受
け
よ
う
と
す
る
国
税
以
外

の
国
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

▽
納
付
す
べ
き
国
税
の
納
期

限
か
ら
６
カ
月
以
内
に
申
請

書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

▽
担
保
の
提
供
が
明
ら
か
に

可
能
な
場
合
を
除
い
て
、
担

保
は
不
要
︱
で
す
。

　
ま
た
▽
災
害
で
財
産
に
相

当
な
損
失
が
生
じ
た
場
合
▽

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
納
税
者(

家
族
を
含
む)

が
り
患
し
た
場
合
▽
納
税
者

の
事
業
を
廃
止
、
ま
た
は
休

止
し
た
場
合
▽
納
税
者
の
事

業
が
著
し
い
損
失
を
受
け
た

場
合
︱
な
ど
、
個
別
の
理
由

が
あ
る
時
に
は
、
納
税
の
猶

予
が
認
め
ら
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　
猶
予
が
認
め
ら
れ
る
と
、

原
則
、
１
年
間
の
猶
予
が
認

め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
猶
予

期
間
中
の
延
滞
税
が
軽
減
、

ま
た
は
免
除
さ
れ
、
財
産
の

差
し
押
さ
え
や
換
価
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

　
納
税
の
猶
予
制
度
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
広
島
国
税
局

猶
予
相
談
セ
ン
タ
ー(

☎
０

８
２
︱
５
１
１
︱
０
５
１
２)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

納
税
困
難
な
人
に
猶
予
制
度
国  税  庁

展示会資料と松下薫会長＝同氏自
宅の海軍記念館美保準備室

　

海
と
く
ら
し
の
史
料
館(

花
町)

で
５
月
27
日
か
ら
開
催
さ

れ
る
予
定
だ
っ
た
「
美
保
関
沖
事
件
回
想
大
展
示
会
」
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
１
年
延
期
と
な

り
ま
す
。
同
展
の
準
備
を
進
め
て
き
た
美
保
関
沖
事
件
慰
霊

塔
護
持
賛
助
会
の
松
下
薫
会
長
に
、
同
展
の
内
容
や
開
催
へ

の
思
い
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

︱
ま
ず
、
美
保
関
沖
事
件
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
１
９
２
７(

昭
和
２)

年
の

８
月
24
日
深
夜
に
、
台
風
が

接
近
す
る
悪
天
候
の
も
と
、

島
根
半
島
美
保
関
沖
で
、
多

数
の
軽
巡
洋
艦
と
駆
逐
艦
が

無
灯
火
で
高
速
接
近
、
雷
撃
、

退
避
の
演
習
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
演
習
中
に
軽
巡
洋
艦
と

駆
逐
艦
の
二
重
衝
突
事
故
が

起
こ
り
、
１
１
９
人
の
犠
牲

を
出
し
た
の
で
す
。

︱
毎
年
、
慰
霊
祭
を
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
ね
。

　
県
西
部
の
海
軍
関
係
者
が

集
ま
っ
て
、
鳥
取
県
西
部
海

友
会
を
１
９
７
８(

昭
和
53)

年
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
以

来
40
年
間
、
境
台
場
公
園
に

あ
る
慰
霊
塔
の
前
で
、
慰
霊

祭
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
現

在
は
、
美
保
関
沖
事
件
殉
職

者
慰
霊
塔
顕
彰
護
持
会(

菊

池
英
夫
会
長)

が
そ
の
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
賛
助
会

は
支
援
母
体
と
し
て
参
列
者

の
増
加
に
努
め
る
ほ
か
、
歴

史
的
資
料
、
公
文
書
な
ど
の

収
集
分
析
を
行
い
、
文
化
・

芸
術
活
動
を
通
じ
て
こ
の
事

故
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
教
訓

を
次
世
代
に
伝
承
す
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

︱
展
示
会
は
ど
の
よ
う
な
も

の
と
な
り
ま
す
か
。

　
来
年
の
５
月
15
日
か
ら
１

カ
月
間
、
海
と
く
ら
し
の
史

料
館
で
開
催
し
ま
す
。
展
示

の
目
玉
と
な
る
の
は
、
沈
没

し
た
駆
逐
艦
「
蕨わ

ら
び

」
と
、
衝

突
で
艦
底
を
切
断
大
破
し
た

駆
逐
艦
「
葦あ

し

」
の
沈
下
し
た

船
尾
構
造
体
を
水
中
で
調
査

し
、
撮
影
し
た
画
像
と
関
係

資
料
で
す
。

︱
記
念
講
演
も
あ
り
ま
す
ね
。

　
元
・
松
江
市
観
光
協
会
文

化
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
元
・

文
芸
春
秋
編
集
長
の
高
橋
一

清
氏
が
６
月
22
日
に
境
港
市

文
化
ホ
ー
ル(

中
野
町)

で
、

美
保
関
沖
事
件
に
つ
い
て
新

し
い
視
点
を
取
り
入
れ
て
語

り
ま
す
。

︱
そ
の
ほ
か
に
は
、
ど
ん
な

展
示
が
あ
り
ま
す
か
。

　
美
保
湾
に
集
結
し
た
聯れ

ん

合ご
う

艦
隊
63
隻
の
パ
ノ
ラ
マ
展
示

や
パ
ネ
ル
展
示
60
点
を
含
む

約
百
数
十
点
の
各
種
文
献
、

資
料
を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、

英
文
論
文
「
帝
国
連
合
艦
隊

壊
滅
の
道
程
」
に
関
連
す
る

「
戦
艦
大
和
・
特
別
展
示
」

(

沖
縄
特
攻
「
菊
水
作
戦
」

の
全
貌)

も
展
示
し
ま
す
。

︱
展
示
会
に
寄
せ
る
思
い
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
何
よ
り
も
美
保
関
沖
事
件

の
真
実
を
た
く
さ
ん
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
。

慰
霊
塔
は
当
初
、
忠
魂
碑
と

し
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
戦

後
、
今
の
名
称
に
変
わ
り
ま

し
た
が
、
私
は
忠
魂
碑
に
戻

さ
ね
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

戦
死
者
と
同
様
に
供
養
す
る

べ
き
で
す
。
多
く
の
人
に
そ

の
趣
旨
を
理
解
し
て
も
ら
え

れ
ば
、
幸
い
に
思
い
ま
す
。

︱
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

1年延期した大展示会
松下薫会長に聞くスポットライト 美 保 関 沖 事 件

慰霊塔護持賛助会

き
、
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
商
品
は
、
徹
底
的

に
地
元
の
素
材
に
こ
だ
わ
り

ま
し
た
。
良
質
の
商
品
を
全

国
に
販
売
し
て
、
境
港
の
地

域
活
性
化
に
役
立
ち
た
い
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、き
さ
ら
ぎ(

☎

44
︱
４
７
８
７
・
直
通)

へ
。
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雇用と採用について解説する芦田マス
ヨシ氏＝境港商工会議所

離
職
を
防
ぐ
こ
と
が

一
番
大
切

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

ま
ん
延
し
て
い
る
こ
の
時
期

は
、
従
業
員
の
離
職
を
防
ぎ
、

雇
用
を
守
る
こ
と
が
最
優
先

の
課
題
で
す
。
こ
こ
で
手
放

す
と
、
再
び
事
業
活
動
が
活

発
に
な
っ
た
時
に
即
戦
力
と

し
て
の
人
員
が
足
ら
な
く
な

り
ま
す
。

　
い
か
に
乗
り
越
え
る
べ
き

か
。
離
職
を
防
ぐ
た
め
に
は

現
在
、
公
表
さ
れ
て
い
る
補

助
金
や
助
成
金
を
し
っ
か
り

活
用
す
る
こ
と
が
第
一
の
優

先
事
項
だ
と
思
い
ま
す
。
次

に
、
今
だ
か
ら
こ
そ
取
り
組

め
る
「
働
き
方
」
を
見
直
す

こ
と
で
す
。

　
そ
し
て
、
採
用
方
針
を
見

直
す
こ
と
も
大
切
で
し
ょ
う
。

単
に
人
手
不
足
を
補
う
た
め

の
採
用
で
は
な
く
、
自
社
の

目
的
お
よ
び
目
標
を
達
成
す

る
チ
ー
ム
作
り
や
仕
組
み
作

り
を
す
る
た
め
の
採
用
と
し

て
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
雇
用
す
る
従
業
員
に
対
し

て
も
、
採
用
の
場
に
お
い
て

も
、
正
し
い
情
報
と
企
業
の

マ
イ
ン
ド
を
「
伝
え
る
」
と

い
う
こ
と
が
離
職
の
低
下
に

も
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

良
い
人
材
の
採
用
に
は

チ
ャ
ン
ス
到
来

　
こ
れ
ま
で
、
求
人
倍
率
は

高
い
水
準
で
推
移
し
、
売
り

手
市
場
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
が
、
し
ば
ら
く
の
間
は
、

市
場
が
逆
転
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
採
用
に
課
題
を

抱
え
て
い
た
企
業
に
と
っ
て

は
、
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
転
職
市
場
の
動

き
も
大
切
で
す
が
、
本
質
の

部
分
は
企
業
と
求
職
者
の
マ

ッ
チ
ン
グ
が
う
ま
く
い
く
か

ど
う
か
で
し
ょ
う
。

　
企
業
が
ど
う
い
う
ビ
ジ
ョ

ン
を
持
っ
て
、
ど
ん
な
仕
事

が
あ
る
の
か
を
正
確
な
情
報

と
し
て
伝
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
求
職
者
も
お
金
だ
け
が
目

的
で
入
社
す
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
企
業
が
仕
事
を

通
じ
て
何
を
提
供
し
、
そ
こ

で
ど
ん
な
経
験
や
キ
ャ
リ
ア

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

採
用
の
マ
ッ
チ
ン
グ
度
合
い

は
、
会
社
に
入
っ
て
か
ら
の

活
躍
が
期
待
で
き
る
だ
け
で

な
く
、
離
職
の
防
止
に
も
つ

な
が
る
は
ず
で
す
。

情
報
発
信
が
大
切

　
職
を
探
し
て
い
る
人
の
目

線
で
「
ど
ん
な
情
報
が
欲
し

い
の
か
、
何
を
見
て
探
す
の

か
、
ど
ん
な
会
社
な
ら
応
募

し
た
い
か
」
を
考
え
た
情
報

に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
今
、
掲
載
し
て
い
る
内
容

で
十
分
に
企
業
情
報
が
伝
わ

る
で
し
ょ
う
か
。
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
以
外
に
採
用
情
報
を
出

し
て
い
ま
す
か
。
や
は
り
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ネ
ッ
ト
の
活
用
は

不
可
欠
で
し
ょ
う
。

　
主
婦
や
高
齢
者
に
は
、
地

域
密
着
型
の
新
聞
折
り
込
み

チ
ラ
シ
な
ど
が
有
効
で
す
。

欲
し
い
人
材
が
ど
ん
な
手
段

で
求
人
情
報
を
探
し
て
い
る

の
か
を
見
極
め
ま
し
ょ
う
。

積
極
的
な
採
用
方
法
も

　
採
用
に
は
、
ダ
イ
レ
ク
ト

リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
と
い
う

方
法
も
あ
り
ま
す
。
応
募
者

が
来
る
の
を
待
つ
の
で
は
な

く
、
直
接
オ
フ
ァ
ー(

獲
得)

す
る
手
法
で
す
。

　
求
人
広
告
を
掲
載
し
た
り
、

人
材
紹
介
会
社
を
活
用
す
る

こ
と
も
重
要
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
は
「
待
ち
」
の
募
集
か

ら
、「
攻
め
」
の
募
集
を
意

識
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で

し
ょ
う
。

共
に
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、
ど
の
企
業
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
て
い
ま
す
。

使
え
る
施
策
は
ど
ん
ど
ん
使

っ
て
、
会
社
を
守
り
つ
つ
、

変
化
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
一
緒
に
乗
り
越
え

ま
し
ょ
う
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
が
拡
大
し
て
い
る
中
、

企
業
の
雇
用
も
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
ま
す
。
一
方
で
採

用
を
考
え
て
い
る
企
業
に
は
光
明
も
見
え
て
き
て
い
る
よ
う

で
す
。
今
回
の
紙
上
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
、
雇
用
と
採
用
方
法
に

つ
い
て
、
芦
田
マ
ス
ヨ
シ
氏
に
解
説
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
鳥
取
県
は
、
厚
生
労
働
省

所
管
の
「
働
き
方
改
革
推
進

支
援
助
成
金(

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
の
テ
レ
ワ
ー
ク
コ
ー
ス)

」

に
上
乗
せ
補
助
を
行
い
ま
す
。

　
同
助
成
金
は
同
感
染
症
対

策
と
し
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を

新
規
で
導
入
す
る
中
小
事
業

主
に
助
成
金
を
支
給
す
る
も

の
で
す
。
対
象
と
な
る
取
り

組
み
は
▽
テ
レ
ワ
ー
ク
用
通

信
機
器
の
導
入
・
運
用
▽
就

業
規
則
・
労
使
協
定
な
ど
の

作
成
・
変
更
︱
な
ど
。

　
主
な
要
件
は
、
事
業
実
施

期
間
中
に
▽
助
成
対
象
の
取

り
組
み
を
行
う
こ
と
▽
テ
レ

ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
労
働
者

が
１
人
以
上
い
る
こ
と
︱
で

す
。
補
助
率
は
２
分
の
１
で
、

支
給
額
は
１
企
業
当
た
り
の

上
限
額
が
１
０
０
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
鳥
取
県
は
、
国
助
成
金
の

総
事
業
費(

助
成
対
象
経
費)

に
６
分
の
１
を
乗
じ
て
得
た

額
、
ま
た
は
30
万
円
を
補
助

し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
県
商
工
労
働

部
企
業
支
援
課(

☎
０
８
５

７
︱
26
︱
７
２
４
２)

へ
。

テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
を
支
援

国
助
成
金
に
上
乗
せ
鳥　取　県

雇用と採用方法を考察する
講師：芦田マスヨシ氏（　　　 ）㈱エモーショ

ンズワーク社長講師：芦田マスヨシ氏（　　　 ）紙上ゼミナー
ル ㈱エモーショ

ンズワーク社長

従
業
員
の
雇
用
を
守
り

企
業
の
未
来
を
創
る

新型コロナウイルス感染症の影響で
売り上げ50％以上減少
の 事 業 者 を 支 援持続化給付金

　経済産業省は同感染症拡大で、特に大きな影響を受ける事業者
に対して、事業の継続を下支えし、再起の糧としてもらうため、事
業全般に広く使える持続化給付金を支給します。
 給付額
　法人は２００万円、個人事業者は１００万円です。ただし、昨年１
年間の売り上げからの減少分を上限としています。
売り上げ減少分の計算方法
　前年の総売り上げ(事業収入)－(前年同月比▲50％月の売り上げ×12カ月)
この計算を基本としつつ、昨年創業した人などに合った対応も引き
続き検討しています。
 支給対象者
◆新型コロナウイルス感染症の影響で、売り上げが前年同月比で50
　％以上減少している人。
◆資本金10億円以上の大企業を除き、中堅企業、中小企業、小規
　模事業者、フリーランスを含む個人事業者を対象とします。また、
　医療法人、農業法人、ＮＰＯ法人、社会福祉法人など、会社以
　外の法人についても幅広く対象となります。
 申請・給付の時期
　補正予算成立後、１週間程度で申請受付を開始します。電子申
告の場合、申請後、２週間程度で給付することを想定しています。
 申請方法
　Web上での申請を基本とし、必要に応じて、感染症対策を講じた
うえで、完全予約制の申請支援(必要情報の入力など)を行う窓口を
順次設置します。
 相談ダイヤル
中小企業 金融・給付金相談窓口
☎０５７０－７８３１８３(平日・休日午前９時～午後５時)

5



鳥取県公安委員会認定  第61号
㈳全国警備業協会加盟・鳥取県警備業協会会員

有限会社サンアート山陰
〒684-0043 鳥取県境港市竹内町1362番地

ＴＥＬ ０８５９－４５－２２２８

●元気な方なら、18歳～65歳位までOK!
●勤務場所は、境港市内・米子市周辺
　鳥取県西部・島根県東部など

株式会社 友和・保険センター
本　店 〒683-0802 鳥取県米子市東福原7-2-6  TEL（0859）34-4938  FAX34-5660
境港店 〒684-0071 鳥取県境港市外江町2361-2  TEL（0859）21-0117  FAX21-0118

ホームページ ： www.youwa-hoken.jp/

～ 境港店店長  鷲澤からのお得情報 ～

GK 見守るクルマの保険

一度、当代理店ホームページへ↓↓↓

専用のドライブレコーダーでお客さまの
安全運転をしっかり見守ります！

◎事故緊急自動通報サービス　安全運転支援アラート など
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くわ入れをする中村勝治・境港市長

境港市内の新鮮情報が満載 Ⓒ水木プロ

　「
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー(

仮

称)

」
の
新
築
工
事
安
全
祈

願
祭
が
３
月
29
日
、
現
地
の

旧
市
民
会
館
跡
地(
上
道

町)

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
に
縮
小

し
て
開
催
し
た
同
祈
願
祭
で

は
、
中
村
勝
治
・
境
港
市
長

が
く
わ
入
れ
を
行
う
な
ど
、

関
係
者
が
工
事
の
安
全
を
祈

願
。
主
催
者
は
、
施
工
業
者

で
作
る
同
セ
ン
タ
ー
建
設
工

事
安
全
協
議
会
で
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
耐
震
強

度
不
足
に
伴
い
、
解
体
し
た

市
民
会
館
に
代
わ
っ
て
整
備

す
る
も
の
。
鉄
筋
一
部
鉄
骨

の
３
階
建
て
で
、
８
０
０
人

収
容
規
模
の
ホ
ー
ル
や
図
書

交
流
広
場
、
会
議
室
、
防
災

拠
点(

自
治
防
災
課)

な
ど
を

配
置
し
ま
す
。

　
ホ
ー
ル
は
吹
き
抜
け
で
、

１
階
と
２
階
が
連
結
。
防
災

機
能
も
兼
ね
て
い
る
た
め
、

普
段
は
床
が
平
ら
な
状
態
で
、

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
時
に
は

可
動
式
の
椅
子
が
現
れ
ま
す
。

会
議
室
は
、
大
・
中
・
小
・

和
室
の
４
室
で
、
社
会
福
祉

協
議
会
や
カ
フ
ェ
も
入
居
す

る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
旧
市
民
会
館
の
時

に
も
行
っ
て
い
た
自
衛
隊
音

楽
隊
の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、

自
衛
隊
員
と
の
交
流
活
動
も

活
発
に
行
う
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
同
市
生
涯
学
習
課
の
黒
崎

享
課
長
は
、「
い
よ
い
よ
市

民
会
館
に
代
わ
る
新
し
い
会

館
の
建
設
が
始
ま
り
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
春
頃
の
開
館
予

定
で
す
。
工
事
中
は
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
期
待

し
て
お
待
ち
く
だ
さ
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
市
生
涯
学

習
課(

☎
47
︱
１
０
９
０)

へ
。

境　港　市

２
０
２
２
年
春
頃 

開
館
へ

交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
の
安
全
を
祈
願

　
千
代
む
す
び
酒
造
㈱(

大

正
町
、
岡
空
晴
夫
社
長)

は
、

「
千
代
む
す
び
糀
甘
酒
ア
マ

ビ
エ
」
を
製
造
・
販
売
し
て

い
ま
す
。
同
社
は
、
昨
今
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い

中
、
少
し
で
も
皆
さ
ん
に
元

気
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と

の
思
い
か
ら
、
こ
の
商
品
を

開
発
し
ま
し
た
。

　
糀
甘
酒
に
は
数
多
く
の
酵

素
が
含
ま
れ
、
消
化
吸
収
や

糖
質
及
び
脂
質
の
分
解
、
代

謝
に
も
効
果
が
あ
る
と
言
わ

れ
、
毎
朝
の
一
杯
に
お
ス
ス

メ
で
す
。

　
同
甘
酒
の
原
料
は
、
米(

鳥

取
県
産
・
星
空
米)

と
米
麹

(

同
星
空
米)

で
、
保
存
料
や

甘
味
料
、
香
料
な
ど
は
無
添

加
で
す
。
も
ち
ろ
ん
ノ
ン
ア

ル
コ
ー
ル
で
、
お
子
様
で
も

飲
め
ま
す
。
容
量
は
７
８
５

㌘
入
り
で
、
価
格
は
７
８
０

円(

税
抜
き)

。
お
手
頃
サ
イ

ズ
の
１
９
４
㌘
も
あ
り
ま
す
。

　
同
社
は
、
一
日
も
早
い
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息

と
、
皆
様
の
ご
健
康
を
切
に

願
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
42

︱
３
１
９
１)

へ
。

様々な手法で勧誘

悪徳商法にご用心
ー 境港警察署 ー

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
退
散
願
い

糀
甘
酒
ア
マ
ビ
エ
を
新
発
売
千代むすび
酒　　　造

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
が
深
刻
な
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

疫
鬼
を
退
散
さ
せ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
妖
怪
の

「
ア
マ
ビ
エ
」
が
話
題
で

す
。

　
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
振

興
会(

権
田
淳
一
会
長)

は
、

疫
鬼
退
散
の
妖
怪
と
し
て

「
ア
マ
ビ
エ
」
を
紹
介
す

る
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
ま

し
た
。

　
同
ポ
ス
タ
ー
に
は
、
水
木

し
げ
る
先
生
の
細
密
な
点
描

で
表
現
さ
れ
た「
ア
マ
ビ
エ
」

を
掲
載
。
ま
た
「
江
戸
時
代
、

肥
後(

熊
本
県)

の
海
中
に
、

毎
夜
光
る
も
の
が
出
た
と
い

う
。
土
地
の
役
人
が
行
っ
て

み
る
と
、
海
中
か
ら
怪
し
い

化
け
物
が
現
れ
た
。『
私
は

ア
マ
ビ
エ
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
病
気
が
流
行
っ
た

ら
、
私
の
写
し
絵
を
早
々

に
人
々
に
見
せ
よ
』
そ
ん

な
予
言
め
い
た
こ
と
を
言

い
残
し
、
再
び
海
中
に
潜

っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
」

と
の
解
説
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
同
振
興
会
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
退
散
を

願
い
、
こ
の
ポ
ス
タ
ー
を

水
木
ロ
ー
ド
の
各
店
な
ど

に
張
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
境
港
市
観
光
協
会
が
毎
年

こ
の
時
期
に
作
成
し
て
い
る

「
境
港
市
観
光
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ
」
の
２
０
２
０
年
版
が
完

成
し
、
３
月
末
か
ら
市
内
や

周
辺
の
観
光
施
設
な
ど
で
配

布
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
は
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
水
木
し
げ

る
ロ
ー
ド
の
Ｐ
Ｒ
動
画
や
昨

年
、
高
度
衛
生
管
理
型
市
場

と
し
て
一
部
供
用
の
始
ま
っ

た
「
鳥
取
県
営
境
港
水
産
物

地
方
卸
売
市
場
」
の
Ｐ
Ｒ
動

画
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
な
ど
を
掲
載
。

　
ま
た
、
３
月
に
全
線
開
通

し
た
「
白
砂
青
松
の
弓
ヶ
浜

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
」
や

新
た
な
貨
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル

「
境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
」

も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
で
、
日
本
だ
け
で

な
く
、
世
界
中
で
大
き
な
影

響
が
出
て
い
ま
す
。
こ
こ
境

港
も
例
外
で
は
な
く
、
現
在

も
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
続
々

と
中
止
を
決
定
し
、
関
連
施

設
も
休
止
と
な
っ
て
い
く
毎

日
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
が
沈
静
化

し
た
と
き
に
は
、
ま
た
多
く

の
観
光
客
を
お
迎
え
し
満
足

し
て
帰
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
同
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
は
妖

怪
や
魚
を
は
じ
め
、
様
々
な

魅
力
を
紹
介
、
発
信
し
て
い

ま
す
。

　
同
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
市
観
光
協
会

(

☎
47
︱
３
８
８
０)

に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
悪
質
商
法
は
、
人
の
幸
福

願
望
に
つ
け
込
ん
で
、
言
葉

巧
み
に
高
額
な
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
、
権
利
な
ど
を
売
り
つ

け
る
商
法
で
す
。

　
勧
誘
方
法
も
様
々
で
、
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
カ
タ
ロ

グ
、
チ
ラ
シ
広
告
の
ほ
か
、

路
上
で
の
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル

ス
、
電
話
で
の
ア
ポ
イ
ン
ト

メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス
、
家
庭
や

職
場
へ
の
訪
問
販
売
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　
悪
徳
業
者
は
手
を
変
え
、

品
を
変
え
て
迫
っ
て
き
ま
す
。

あ
い
ま
い
な
態
度
を
取
っ
た

り
、
し
つ
こ
さ
に
根
負
け
し

て
弱
気
に
な
れ
ば
、
相
手
の

思
う
つ
ぼ
で
す
。

　
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
の

合
言
葉
は
「
悪
質
業
者
は
う

・
そ
・
つ
・
き
」
▽
う
＝
う

ま
い
話
を
信
用
し
な
い
▽
そ

＝
相
談
す
る
▽
つ
＝
つ
ら
れ

て
返
事
を
し
な
い
。
す
ぐ
に

契
約
し
な
い
▽
き
＝
き
っ
ぱ

り
、
は
っ
き
り
断
る
︱
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
警
察
署

(

☎
44
︱
０
１
１
０)

へ
。

観光ガイドマップ発行

市の魅力を広くPR
ー 境港市観光協会 ー

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、
企業と労働者の健康や長時間労働
について個別相談を行っています。

○平日、午後１時３０分から３時３０分まで
○米子市久米町の西部医師会館会議室で
個別に相談に応じます。（無料）

○お問い合わせは、西部地域産業保健セ
ンターまで。（☎２２－３５７０）

５月の相談日
5月 7日㈭ 産 業 医

5月14日㈭ 産 業 医

5月21日㈭ 産 業 医

5月28日㈭ 産 業 医

水木しげる先生の描いた
アマビエ　　　 Ⓒ水木プロ

疫鬼退散の妖怪疫鬼退散の妖怪疫鬼退散の妖怪
アマビエをアピール
水木ロード振興会

糀甘酒アマビエ
（785g入り）Ⓒ水木プロ
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297×

アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ（弔慰金・見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業承継など）を共済制度／
福祉制度でサポートしています。
アクサ生命保険株式会社　山陰支社　米子営業所
〒683-0823 鳥取県米子市加茂町2丁目204 米子商工会議所会館5階　TEL 0859-33-9101
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境港市竹内団地209
営 8：15～16：30  休 年中無休
　　　　　　 　　 ※12/31～1/4除く
http://www.e-tairyo.com

TEL.0859－４５－１６００

営 11：00～15：30  休 年中無休
　　　　　　 　　 ※12/31～1/4除く

TEL.0859－４５－4411

発送承り中！！発送承り中！！発送承り中！！
●通信販売部

なかうらの
受付時間／9：00～16：30
　　　　　　　（日・祝日除く）

▼ネットでの注文も可能です▼

フリーダイヤル

0120-45-7585

大漁市場なかうら 検 索 えびトロしゅうま
い

えびトロしゅうま
い

独自の製法で仕上げた
こだわりの逸品

かにトロしゅうまいかにトロしゅうまい

　
美
保
関
沖
事
件
大
回
想
展

示
会
は
１
年
延
期
と
な
り
、

来
年
５
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
関
連
事
業
の
一
つ

で
あ
る
水
中
調
査
と
撮
像
は

実
施
さ
れ
ま
す
。
事
件
当
時
、

衝
突
の
た
め
に
爆
破
、
沈
没

し
た
駆
逐
艦
「
蕨わ

ら
び

」
を
水
中

ド
ロ
ー
ン
と
マ
ル
チ
ソ
ナ
ー

を
使
っ
て
調
査
す
る
も
の
で

正解と当選者

米子鬼太郎空港に関する情報について

米子鬼太郎空港に関する最新情報は下記ＱＲコード、またはＵＲＬでご確認頂けます。

す
。
ユ
ネ
ス
コ
は
、
水
没
後

１
０
０
年
を
経
過
し
た
艦
船

の
中
で
、
歴
史
的
に
意
義
あ

る
も
の
と
し
て
立
証
さ
れ
た

対
象
を
「
水
中
文
化
遺
産
」

と
し
て
指
定
、
登
録
し
て
い

ま
す
。
蕨
は
８
年
後
に
対
象

と
な
る
た
め
、
そ
の
証
拠
資

料
を
作
ろ
う
と
い
う
も
の
で

す
。
撮
影
さ
れ
た
画
像
と
関

係
資
料
は
来
年
の
展
示
会
に

出
品
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、

開
催
を
待
ち
遠
し
く
感
じ
て

い
ま
す
。

　
前
回
ク
イ
ズ
の
問
題
は「
高

野
産
業
㈲
の
素
朴
な
木
目
の

『
杉
の
プ
ラ
ン
タ
ー
カ
バ
ー
』

は
、
地
球
に
や
さ
し
い
」
製

品
で
す
が
、
そ
れ
は
ど
の
言

葉
が
当
て
は
ま
る
で
し
ょ
う
」

と
い
う
も
の
で
、
正
解
は
①

の
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
で
し
た
。

当
選
者(

敬
称
略)

　
▽
浜

部
早
恵(

夕
ヶ
日
丘)

賞
品
　
杉
の
プ
ラ
ン
タ
ー
カ

バ
ー

ス
ポ
ン
サ
ー
　
高
野
産
業
㈲

(

米
子
市
祇
園
町)

　
１
９
４
６(

昭
和
21)

年
か

ら
開
催
さ
れ
、
境
港
の
夏
の

風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
「
み

な
と
祭
」
で
す
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

の
予
防
を
図
る
た
め
、
こ
と

し
の
開
催
は
見
合
わ
せ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
７
月
25
日
に
予
定
さ
れ
て

い
た
前
夜
祭
の
「
境
港
妖
怪

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２

０
２
０
」及
び
翌
26
日
の「
本

祭
」
す
べ
て
の
日
程
を
中
止

と
し
ま
す
。

　
な
お
、
神
事
で
あ
る
「
大

漁
祈
願
祭
」
に
つ
い
て
は
規

模
を
縮
小
し
、
徹
底
し
た
感

染
防
止
策
を
と
っ
た
上
、
関

係
者
の
み
で
実
施
す
る
予
定

で
す
。

　
70
年
余
と
い
う
歴
史
の
あ

る
み
な
と
祭
を
中
止
す
る
こ

と
は
大
変
残
念
で
す
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
先
行
き
が
見
通
せ
な
い

現
状
で
の
苦
渋
の
決
断
と
な

り
ま
し
た
こ
と
を
ご
理
解
く

だ
さ
い
。

中止を決定
妖怪ジャズフェス
み なと祭 本 祭

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

㈱ひまわり工房(外江町)で製造・販売してい
る「伯州綿マスク」の優れている特徴は吸水性
と、次のうちのどれでしょう。（ヒントは２ペ
ージ）

① 速乾性
② 耐震性
③ 客観性

ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号、
境港商工会議所ニュースについてのひとことを明記
して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

5月11日㈪(当日消印有効)応募締切

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

スポンサー　　㈱ひまわり工房(境港市外江町)

賞品  「伯州綿のマスク」
　　 プリーツ型＆丸型（Ｍ、Ｌ）計４枚セット ５名様
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商工会議所会員を招いて

招待席
【事業所のあらまし】
代 表 者 	田村貴子(たむら・たかこ)
所 在 地	 境港市東本町17-3
T E L	 090-1686-7981
営業時間	 10：00～18：00
　　　　　※完全予約制
休	業	日	 日曜日・祝日(応相談)
事業内容	 ヘナカラー＆
　　　　　リラクゼーション

境家具
販売所境港

東本町
郵便局

●●

●●

北
Pono
（ポノ）

選べるアロマオイル

つい、寝てしまう…かも

○創業のきっかけ？…開業前まで、美容室やリラクゼーシ
ョンサロンで勤務してきました。自分のペースを大切に
しながら、年齢に合わせた働き方をしていきたいと思い、
以前から「いつかは…」と思っていた自宅でのサロンを
2020(令和2)年3月に開業しました。
○おすすめポイントは？…髪の痛みが気になる人や、細く
なり、ボリューム感がほしい人、カラーの薬剤にアレル
ギーが出る人などにぴったりの「ヘナカラー」は、100％
植物で白髪も染まります。アロマボディーオイルトリー
トメントは、頭のてっぺんからつま先までスッキリして
いただけます。また、8種類のアロマの香りを嗅いで、
好きな順に並び替えるだけで心身のバランスが分かる嗅
覚反応分析で、お客様に必要なアロマや食べ物、運動、
生活習慣など、的確にアドバイスします。
○お客様は？…現在は、女性専用のサロンです。地元の皆
さんや米子市、松江市、大山町からもご来店いただいて
います。
○今後の事業展開（展望）？…アロマに秘められた力を活用
したイベントや教室をお楽しみに！	ウイルスや花粉症対
策、身近に置きたい自然の薬箱づくりや簡単にできるハン
ドトリートメントなども企画中です。
○一言PR！…忙しい毎日に流されていると、心と身体の
バランスを崩しがちです。誰かにちょっと聞いてもらっ
たり、背中を撫

な

でてもらったり、それだけで心が軽くな
ることは案外多いものです。近所にあるそんなサロンに
なりたいと思います。

Pono（ポノ）

ペ
ン
を
置
い
て


